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タフネスコート⼯法は，コンクリート構造物の表⾯にポリ
ウレア樹脂を吹付けることで，構造物に必要な機能を保持
し⻑寿命化を図る技術です。【⼟⽊学会技術評価 第0026号】
施⼯後に下地コンクリートの状況が確認できるタフネス
コート⼯法「クリア」を新たに開発しました。

タフネスコート⼯法 施⼯⼿順

タフネスコート⼯法 4つの機能

新開発 タフネスコート⼯法「クリア」
「クリア」専⽤のポリウレア樹脂は，従来にはなかった透明
性と低⻩変性を有しています。このため，施⼯後も下地コン
クリートの状況を確認でき，維持管理が容易になります。

クラックスケールに「クリア」を施⼯した状況

ポリウレア樹脂 強度 伸び 透明性 ⻩変性 着⾊

クリア専⽤ 15N/mm2 400% ⾼い 低い 不要

従来⼯法⽤ 20N/mm2 200% 低い あり 要


